
事例１ 第２学年 内容項目：Ａ 個性の伸長 
 
 
 
 
 
 

１ 主題名 自分のよいところ    

２ ねらい 自分をだめだと思った場合と自分のよさに気付いた場合を比べる学習を通して、自分

の特徴（よさ）を知ることが、自分をもっと好きになることにつながることを理解し、

進んで自分のよさを見つけようとする態度を育てる。       

教材名 「どうして うまくいかないのかな」（出典：どうとく２「きみがいちばんひかるとき」光村図書） 

３ 主題設定の理由 

⑴ ねらいや指導内容について 

本時の主題「自分のよいところ」は、低学年に新たに加えられた内容項目「自分の特徴に気付

くこと。」に関するものである。 

個性とは、個人特有の特徴や性格であると言われている。児童が自分らしい生活や生き方につ

いて考えを深めていく視点からも、将来にわたって自己実現を果たせるようにするためにも重視

されなければならない内容である。 

この内容における特徴とは、他者と比較して特に自分の目立つ点と捉え、長所だけでなく短所

も含まれる。ただし、低学年の児童にとって、自分自身を客観視することは難しい。児童が自分

の特徴に気付く契機となるのは、他者からの評価によることがほとんどである。褒められて嬉し

かったことが自分のよさや長所につながることに気付いたり、叱られて注意されたことが、短所

につながることに気付いたりすることがある。他者との関わりで自分の特徴を知り、実感するこ

とによって自分の特徴への気付きがより確かなものになる。長所にも短所にもなる特徴であるが、

その特徴をよい方向に向かって磨き上げていくことが長所につながっていく。つまり、自分の長

所を伸ばしていくことは、その人固有の持ち味をよりよい方向へ伸ばし、より輝かせ、成長を促

す意欲に結び付くものであるとともに、困難に直面したときの心の支えにもなる。自己肯定感の

向上や成長を促す意欲は、自分の個性を伸ばすことにつながり、その個性を最大限に生かしてい

くことがこれからの児童の夢に大きな影響を与えていくものと考える。 

指導に当たっては、児童の長所を積極的に認め、励まし、児童自身が具体的な場面で芽生えて

くる自分の長所にできるだけ多く気付き、実感していけるようにすることが大切である。 

⑵ これまでの学習状況及び児童の実態について 

学級活動「２年の出発」において、自分を見つめ、２年生になった自覚とめあてをもたせ、自

分の好きなことや得意なこと、苦手なものを考え、どんな２年生として毎日の生活を送っていく

か考えさせた。図工「ひみつのたまご」では、自分や友人の描いた絵を見て、想像したことを話

し合い、互いの作品の楽しさや面白さを味わわせた。道徳科の学習でも「おり紙名人―よしざわ 

あきら」を教材に、自分の得意なことや、よいところはどうしていくとよいか考えさせ、進んで

自分のよいところを見つけていこうとする学習をしている。しかし、現在の児童の様子を見てい

ると、自分のよさに気付いてはいるが、それが本当によさなのだろうかと不安になったり、自信

をもてずに投げやりな気持ちになったりする児童も見られる。 

この教材を基にした学習を通して、自分の特徴（よさ）を知ることが、自分をもっと好きにな

ることにつながることを理解し、進んで自分のよさを見つけようとする態度を育てていきたい。 

⑶ 教材の特質や活用方法について 

本教材には、家では本を上手に読めたり、鍵盤ハーモニカをたくさん練習したりしていても、

授業となるとうまくいかない主人公の「みき」が描かれている。粘土で作ったいちごも友達にミ

ニトマトと間違えられてしまう。しかし、みきの家族は、色々なことに一生懸命なみきを褒め、

好きだと言う。それを聞いたみきは、自分のことが前よりも好きになるという内容である。 

本教材を通して、自分の特徴（よさ）を知ることが自分を好きになることにつながり、更に、

自己肯定感の向上や成長を促す意欲にまで結び付けられるようにしたい。 

 

・自分との関わりからつなぐ課題設定       ・紙芝居形式による教材提示 

・児童自身との関わりを意識して、思考を引き出す発問   ・比較を通して多面的・多角的に考える様子の見取り  

・メッセージを基に自分との関わりで考える様子の見取り１，２   ・構造的な板書 



そこで、話合いにおいて、主に次のように教材を活用する。 

①みきのよさは何かを考えさせる。内面的な部分に着目させながら、みきのよさを見つけ、その

よさに共感させる。その際、結果は伴っていない現実をどう捉えるかと揺さぶりをかけること

で、結果には表れていないみきの本質を考えさせる。 

②うまくいかない一部分だけを見ているみきと、自分のよさに気付いたみきとを比較することを

通して、自分のよさに気付くことが自分を好きになることにつながることを明らかにしていく。

一部分だけ見続けることにより、自己嫌悪に陥ってしまった等といった導入での経験を想起さ

せ、自分を重ねながらみきのよさを多面的、多角的に考えさせる。 

③みきが自分のことを好きになれたのはなぜなのかを考えさせる。他者からの評価を契機として

自分の特徴（よさ）に気付き、自分を好きになり、よさを進んで見つけようとする態度を育て

たい。 

 以上の理由から、本主題を設定した。 

４ 学習指導過程 

段階  学習活動と主な発問 予想される児童の反応 ・指導上の留意点 ☆評価の視点 

導 

入 

１ これまでの体験

を想起する。 

・頑張っているのに、

なかなかうまくい

かないことはあり

ますか？ 

そんな時どんな

気持ちになります

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教材「どうして 

うまくいかないの 

かな」を聞き、話 

し合う。 

 

 

 

・あるある！ 

・すごくある！ 

 

 

・もっと頑張ろう。 

・また、できない。 

・なんで、できないんだろう。 

・すごく落ち込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材の主人公と同様に、自分の中

にあるうまくいかない部分をあえ

て引き出しておくことで、問題意

識を喚起し、自分の特徴を捉える

きっかけにつなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・紙芝居による読み聞かせにし、話

合いが読み取りにならないように

する。 

・考える視点を明確にした上で読み

聞かせをする。 

 

 自分のよさに気付くと、どんなよいことがあるかな 

 
自分との関わりからつなぐ課題設定 

Ｔ：そんな気持ちになると、自分のことをどんな風

に思いますか？ 

Ｃ：嫌だなぁと思う。 

Ｃ：自分のこと、最低だと思うようになる。 

Ｔ：嫌だなぁと思ったり、最低だと思ったりしてい

る時に自分のことをいいなって思えますか？ 

Ｃ：思えない！（発言多数） 

Ｔ：今日は、そんなときに自分のことよいって、自

分のよさに気付いたらどんないいことがある

か、考えていきましょう。 

児童が今まで思ってもみなか

ったことを投げかけ、児童の

心をつかみ、課題を立てた。 



展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴みきのよさって何

だろう？ 

 

 

 

 

 

 

 

・みきはだめな子じ

ゃないの？自分で

だめな子だと思っ

たらどうなるか

な。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・失敗しても負けない。 

・頑張り続ける。 

・一生懸命作ったいちごを、ミ

ニトマトだと間違えられた

のに怒らない。 

・素直。 

・うまくいかないのは、頑張っ

ているしるしと思えた。 

 

・やる気がなくなる。 

・暗くなる。 

・笑顔が減る。 

・学校に行くのが嫌になる。 

・友達ともあまり話したくなく

なる。 

・自分のことがどんどん嫌いに

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・導入で自分について考えさせたこ

とや、考える視点を明確にして教

材を読み聞かせたことを踏まえ、

主人公の気持ちを問うのではな

く、自分との関わりを基に、主人

公の内面に見られるよさを考えさ

せる。 

 

 

・主人公のよさに共感させた上で、

結果は伴っていないみきの現実を

どう捉えるか揺さぶりをかける。 

・うまくいかずに嫌な気持ちで居続

けていると、どんな自分になるか、

導入で考えたことを基に、自分事

として考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：みんなにも、最初うまくいかない時のこと聞きました。その時の自分のことと同じ

ように考えてください。みきさん、自分はだめな子かなって思い続けたらどうなり

ますか？ 

Ｃ：顔色が悪くなって、友達と話をしても小さい声になっちゃう。  

Ｃ：分かる分かる。（発言多数） 

Ｃ：自分で悪い子だと思うと、どんどん悪くなる。 

Ｃ：マイナス思考でいると、どんどんダメな人になる。 

Ｔ：マイナス思考ってわかる人？（数人のみ挙手だったので）マイナス思考って何でし

ょう。 

Ｃ：暗い考え。   

Ｃ：ダメだと思って、もっとダメになっちゃう。 

Ｃ：自分の脳みそに、カミナリが落ちるみたいな感じ。  

Ｔ：その感じ、みんな分かりますか？  

Ｃ：うんうん、分かる分かる。（発言・うなずき多数）    

Ｃ：絶望の底に落ちるかも。 

Ｔ：今までの意見を整理してみましょう。（板書する。）こうなると、どんな気持ちにな

りますか。 

Ｃ：鍵盤ハーモニカとか、練習してもできないんだから、時間の無駄だと思っちゃう。 

Ｃ：「こんなのやめてやる」っていう気持ち。 

Ｃ：「絶対できないから、もうやらない」っていう気持ち。 

Ｃ：悲しくなって自分のことを嫌いって思う。 

児童自身との関わりを意識して、思考を引き出す発問 ※１ 

 

Ｔ：何をやってもうまくいかないみきさ

んのよいところはどんなところか探

しながら聞いてください。 

 

紙芝居形式による教材提示 

事前に聞く

視点を与え

た。 



 

⑵どちらのみきがよ

いかな。それぞれ

のみきを比べてみ

よう。 

（中心発問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・よさを知ると頑張る気持ちが

強くなっていい。だめだと思

うとそこで終わる。 

・よさに気付くと、自分を好き

になる。だめだと思うと嫌い

になる。 

・よさに気付くと、やる気がも

っと出る。 

・よさに気付くと、いつかでき

るようになると思えて頑張

れる。 

・よさに気付くと、自分をもっ

と好きになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・うまくいかない一部分だけを見て

いる主人公と、自分のよさに気付

いた主人公を比較することで、自

分のよさを知り、自分が好きにな

ることを明らかにしていく。 

・導入で示した「自分のよさに気付

くと、どんないいことがあるかな」

について教材を通して学んだこと

を整理する。 

☆学習課題の解決に向け、よさに気

付いて嬉しいという表面的なこと

だけでなく、多面的・多角的な意

見を基に、自分の特徴（よさ）に

気付くよさについて考え、話し合

っている。 

（発言・うなずき・表情） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較を通して多面的・多角的に考える様子の見取り ※２ 

 

Ｔ：同じことをしているのに、よさを知って一生懸命がんばるみきと、嫌になってしまう

みき、どちらがいいですか？ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：頑張る方。（発言多数） 

Ｔ：そうですね。なんで、よさを知ったみきの方がいいの 

でしょう？ 

Ｃ：よさを知ると頑張れる。嫌いになるみきだと、暗い気 

持ちになる。 

Ｃ：（よさを知ると）勉強を頑張れる。 

Ｔ：よさを知ると勉強が頑張れるってどういうことでしょうか？ 

Ｃ：自分のよさを知ると、やる気が出てくるから。 

Ｃ：自分ができると思えるようになる。 

Ｃ：練習を重ねていると、失敗してもできるようになる。 

失敗は成功のもと。 

Ｃ：嫌いになると本当に嫌だと思うけど、ここがいいと思 

うともっとよさを増やしたいと思う。  

Ｃ：チャレンジしているから、これからいろんなことがで 

きるようになるかもと思えるから。 

Ｃ：自分のよさが分かると、友達に何か言われても、「違うよ。」と言えるようになる。 

Ｔ：なるほど。自分のよさが分かると、自信もついてくる・・・。 

Ｃ：何でもできると思っちゃう。 

Ｔ：自分のよさがわかると、自分のことをどう思うようになるでしょう？ 

Ｃ：もっと、自分が好きになる。（発言多数） 

児童の発言を受け、問い

返すことで、よさを知る

ことについての考えを

更に深めさせた。 

嫌いになってしま

うみきと、よさを

知ったみきを色チ

ョークと矢印を使

って、対比させた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶みきが自分を好き

になれたのは、ど

うしてか。 

 

 

 

 

 

 

３ 家族からのメッ

セージを読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の学習を振

り返って、よりよ

い生き方を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お母さんやおじいちゃんが教

えてくれたから。 

・ほめられたから。 

・まわりの人を元気にするって

言われたから。 

・自分のことを好きになるよう

にしたから。 

・頑張っているって自分で思え

たから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今まで、うまくいかないこと 

があると、すぐに落ち込んで

自分はダメだと思ってしま

ったけれど、今日の学習で、 

ダメだと思ったことをよい

風に考えることで、自分のこ

とが好きになり、自分のこと

が好きになると、色々なこと

を頑張れるからどんどんよく

なることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分のよさを分かってくれる人が 

いることは、自分を好きになるき

っかけにもなることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

・家族からのメッセージを読み、自

分のよさに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表させることにより、価値を一

般化していく。 

☆自分の特徴（よさ）に気付くこと

が自分を好きになることにつなが

ることについて、今までの自分を

見つめながら考え、これからどの

ように生活していきたいか、ノー

トに書いている。（ノート、発言） 

 
メッセージを基に自分との関わりで考える様子の見取り１ ※３ 

○○ 

 Ｔ：そうですね。今日は「自分のよさに気付くと、どんなよいことがあるか」について考

えたのですが、自分のよさに気付くと、もっとよさを増やそうと思えたり、頑張れる

ようになったり、やる気も出て、自分はできると思えて自信もついたりして、自分の

ことがもっと好きになることが分かりました。 

（板書の部分を赤線引きながら話す。） 

導入で示した「自分のよさに気付くと、

どんなよいことがあるか」の課題解決に

向けて教材で学んだことを、児童の発言

から整理していくことで、評価につなげ

た。 

終
末 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習を自分との関わり

で振り返るとともに、家族か

らのメッセージを読み、親が

認める面を自分のよさとして

肯定的に受け止め、それを更

に伸ばしていこうとする記述

が見られた。 

メッセージを基に自分との関わりで考える様子の見取り２ ※４ 

本時の板書（構造的な板書） 

学習課題を示した。 

学習課題の解決に向け、教材を通

して学んだことを整理した。 

色チョークと矢印を使って、対比させた。 

 

中心発問から

課題解決へ 

(課題の隣に

板書) 

授業回数を書き、３５時

間の意識付けを行った。 

発問⑴：板書 

右下からｽﾀｰﾄ 

発問⑵：板書 

対比しやすくする

ために左下に 

発問⑴⑵を

繋ぐ図式 

中心発問 

 

 



５ 他の教育活動との関連指導 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

・学習課題の解決に向け、様々な視点から個性の伸長について考え、話し合っている。 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

・自分の特徴（よさ）に気付くよさについて、自分との関わりで考えている。 

７ 考察 

⑴ 道徳科の目標に示された学習活動 

①多面的・多角的に考える学習について 

※２では、自分をだめだと思った場合と自分のよさに気付いた場合の比較を通して考えさせた。

自分をだめだと思い続けた時に自分のよさに気付いたら、どんな気持ちになっていくのか話し合

うことで、「同じことをしているのに、やる気になり、頑張ろうという気持ちが出る。」といった

意見が出た。友達の発言を聞きながら、自分で更に考える場面も多く見られた。「勉強が頑張れ

る。」と発言した子を契機に問い返し、深く考えさせることで、自分自身に自信がつき、自分を

好きになることを実感し、自分の特徴（よさ）を知ることのよさを感じることができた。 

②自分との関わりで考える学習について 

※１では、うまくいかずに嫌な気持ちで居続けていると、どんな自分になるか、導入で考えた

ことを基に自分事として考えさせた。自分自身をだめに思う気持ちから、「何もやる気がなくな

ってしまう。」「友達とも関わりたくなくなる。」「マイナス思考に向かってしまう。」等、多様な

意見が出た。 

＜事後指導＞ 
◎１１月  
特別活動（学級活動） 

「友達のいいところを見つけ
よう」 

・互いのよさを見つけ、望ま
しい人間関係を育成する。 

◎１１月～１２月 国語 
「あったらいいなこんなも
の」 

・あったらいいなと思う道具
を考えて、相手に分かるよ
うに話す。 

 

＜事前指導＞ 

◎４月 特別活動（学級活動） 
「２年の出発」 
・じぶんを見つめ、２年生にな
った自覚とめあてをもたせ
る。 

 （「わたしたちの道徳」Ｐ６・
７） 

 
◎１０月 図画工作 
「ひみつのたまご」 
・作品を交流しながら鑑賞し合
う。 

＜道徳科＞ 
６月  
Ａ 個性の伸長 

教材名「おり紙名人―よし
ざわあきら」 

・独創的な折り紙を折り続
けた吉澤章さんの姿を通
して、自分のよいところ
はどうしていくとよいか
気付かせ、自分のよいと
ころを見つけていこうと
する心情を育てる。 

 

１０月  

Ａ 個性の伸長 

教材名「どうしてうまくいか

ないのかな」 

・自分をだめだと思った場合

と自分のよさに気付いた場

合を比べる学習を通して、

自分の特徴（よさ）を知る

ことで、自分をもっと好き

になることを理解し、進ん

で自分のよさを見つけよう

とする態度を育てる。 
 

 

＜家庭との連携＞ 

・家族の人によいところを書いてもらい、自分のよさに気付かせる。 
・学級通信で児童の学習の様子を紹介し、家庭でも個性の伸長について話し合うよう依頼する。 

 



学習課題で学んだことを基に、よりよい生き方を自分との関わりで考え、振り返らせた。「毎

日にこにこしているのは私のよいところで、これからもっと友達をつくりたいと思った。」「自分

のことを好きになって、とてもよい気持ちになった。」「ピアノや勉強を頑張っている自分は自分

のよさで、みきさんみたいに明るく楽しく元気よく毎日過ごしていきたい。」といったように、

自分との関わりで考えることができた。事前アンケートでは、クラスの半分程度しか自分のよさ

を知らない実態であった。しかし、振り返りの記述では、多くの児童が、自分のよさを知ること

で、自分を好きになることにつながるということについて振り返ることができていた。 

より実感を伴って自分との関わりで考える手立てとして、保護者からのメッセージを活用した。

保護者からのメッセージ（※３参照）は、あえてワークシート形式にした。手紙の形式で書いて

もらうと、児童は、保護者に返事の手紙を書きたくなり、ねらいとする道徳的価値から離れてし

まう恐れもあるからである。 

今後は、児童一人一人が自分の特徴（よさ）にできるだけ多く気付き、自分のよさを実感して

いけるようにし、よさを伸ばすことにつなげていきたい。 

⑵ 視点☆に基づく本時の評価 

  

 

 

 

児童の発言を基に、問い返しを行い、ねらいとする価値についての考えを引き出すことができ

た。「自分のよさを知ると、やる気が出てくる。」「自分のよさを知ると、自分ができると思える

ようになる。」「自分のよさを知ると、失敗してもできるようになる。」「自分のよさが分かると、

友達に何か言われても、「違うよ。」と言えるようになる。」等、多面的・多角的に考えられるよ

うに促し、自分の特徴（よさ）に気付くよさを話し合い、ねらいに結び付けていった。更に、※

２で分かるように、課題解決について教材を通して学んだことを児童の発言から整理し、赤色チ

ョークで視覚的に示すことで、多面的・多角的に捉えたよさを評価の見取りにつなげた。 

 

  

 

 

課題解決について教材を通して学び、保護者のメッセージを読んだ後、自己を見つめ、振り返

りを行わせた。低学年の児童の発達の段階から、自分自身を客観視することが十分できるとは言

えず、児童が自分の特徴に気付く契機となるのは、他者からの評価によることが多い。そこで、

保護者に児童のよさを認め、励ますメッセージをもらうことで、児童一人一人が具体的な場面に

おける自分のよさについて気付くことができるようにした。保護者にねらいに即したメッセージ

を書いてもらうために、メッセージの書き方について示したことも効果的であった。※４のよう

な、自分の特徴（よさ）を知って、自分を好きになることができたという振り返りが多く見られ

たことからも、保護者のメッセージは有効であったと考える。 

今までの自分のこと、授業で学んだこと、今後のことを書くようノートの書き方を指導し、授

業前の自分と授業後の自分の成長を見取り、評価へとつなげていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ノートの書き方＞ 

３段階に渡って書くことで自分の成長を見取る。 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

☆学習課題の解決に向け、よさに気付いて嬉しいという表面的なことだけでなく、多面的・

多角的な意見を基に、自分の特徴（よさ）に気付くよさについて考え、話し合っている。

（発言・うなずき・表情） 

 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

☆自分の特徴（よさ）に気付くことで自分を好きになることについて、今までの自分を見つ

めながら考え、これからどのように生活していきたいか、ノートに書いている。 

今まで自分が思っていたことや考えていたこと 

これからどう生活していきたいか 

今日の授業で学んだこと 



⑶ その他 

小学校低学年の発達の段階からすると、登場人物の心情を問う発問が比較的児童の考えを引き

出しやすいとされている。しかし、板書を工夫し、自分との関わりを捉えやすくすることで、客

観的な発問も可能となり、考えを深める授業を行うことができた。 

また、構造的な板書を行うことで、視覚的に児童の思考を整理した。その結果、児童の多面的・

多角的な思考が促され、たくさんの発言を引き出すことができた。事前に作成した場面絵や短冊

等を活用するだけではなく、児童と共に作り上げる板書にしていくことも大切にしていく。 

 


